
greenとは、「未熟な、まだ完全でない」ことを示し、「これからの可能性に満ち溢れている」ということを表す言葉です。そんな

greenな若者たちを、“グリーンエイジ”と呼びます。また、greenには「環境にやさしく、目にやさしい」とも言われており、「やさ

しさ」をイメージしています。「夢いっぱいのやさしい若者たち」にマッチした、この「GreenAge」をよろしくお願いします。

Green Age
～可能性の世代～

グリーンエイジ

focus the

KAKO

第
75
回 

鹿
児
島
高
等
学
校
卒
業
式

　

３
月
７
日（
木
）、８
日（
金
）の
2
日
間
に
わ
た
っ
て
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。ど
の
競
技
も
白
熱
し
た
試
合
と
な
り
、皆
さ
ん
が
盛
り
上
が
る
こ
と
が
で
き

て
、嬉
し
か
っ
た
で
す
。今
年
度
最
後
の
ク
ラ
ス
の
良
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
れ
ば
幸

い
で
す
。ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

次
に
今
回
の
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
の
結
果
を
掲
載
し
ま
す
。

令
和
5
年
度 

卒
業
生
賞
状
授
与
式

focus the

KAKO

ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

focus the

KAKO

　

3
月
1
日（
金
）、正
門
の
桜
も
蕾
が

膨
ら
み
始
め
る
中
、第　

回
鹿
児
島
高

等
学
校
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
、普
通
科

2
7
5
名
、英
数
科
1
0
4
名
、情
報
ビ

ジ
ネ
ス
科
1
3
2
名
、計
5
1
1
名
の

3
年
生
が
卒
業
を
迎
え
ま
し
た
。

　

温
か
い
拍
手
に
包
ま
れ
て
各
ク
ラ
ス

が
入
場
す
る
と
、吹
奏
楽
部
の「
プ
ロ

ロ
ー
グ
・
ワ
ン
」を
皮
切
り
に
式
が
始
ま

り
ま
し
た
。入
場
後
、各
ク
ラ
ス
の
総
代

に
卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。須

田
勝
広
校
長
は
式
辞
と
し
て
、「
校
歌
に

も
あ
る
皆
さ
ん
の
花
香
る
行
く
手
に

は
、様
々
な
チ
ャ
ン
ス
が
待
ち
受
け
て

い
ま
す
。新
し
い
挑
戦
に
対
し
て
躊
躇

す
る
こ
と
な
く
、自
分
自
身
の
人
生
を

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。大
丈
夫
！
君
た

ち
な
ら
必
ず
で
き
る
は
ず
で
す
。」と
言

葉
を
贈
り
ま
し
た
。在
校
生
を
代
表
し

て
、三
弧
会
会
長
の
冨
永
千
遥
さ
ん

（
２
E
E
1 

出
水
中
）が「
先
輩
方
は
い

つ
ま
で
も
私
た
ち
の
憧
れ
で
す
。こ
れ

か
ら
も
私
た
ち
に
と
っ
て
、輝
き
続
け

る
存
在
で
い
て
く
だ
さ
い
。自
ら
選
ん

だ
道
に
自
信
を
持
ち
、こ
れ
か
ら
の
輝

か
し
い
未
来
に
向
か
っ
て
い
か
れ
る
先

輩
方
を
心
よ
り
応
援
し
て
い
ま
す
。」と

は
な
む
け
の
言
葉
を
贈
り
、卒
業
生
を

代
表
し
て
冨
谷
怜
花
さ
ん（
３
F
1 

伊

敷
台
中
）が「
こ
の
鹿
児
島
高
校
で
過

ご
し
た
3
年
間
を
心
の
支
え
と
し
、

『
な
り
た
い
自
分
に
な
る
』た
め
の
意

志
あ
る
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
を
や
め

ま
せ
ん
。百
周
年
と
い
う
節
目
の
年
に

生
徒
と
し
て
鹿
児
島
高
校
で
過
ご
せ
た

こ
と
、卒
業
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。」と
答
辞
を

述
べ
ま
し
た
。最
後
に
、高
校
生
活
最
後

と
な
る
校
歌
斉
唱
を
終
え
、式
は
幕
を

下
ろ
し
ま
し
た
。

　

式
後
は
各
ク
ラ
ス
に
て
最
後
の
ホ
ー
ム

ル
ー
ム
が
行
わ
れ
、担
任
か
ら
一
人
ひ
と

り
に
卒
業
証
書
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。卒
業

生
は
3
年
間
を
振
り
返
り
、級
友
や
恩

師
、保
護
者
の
方
々
へ
感
謝
を
述
べ
、別

れ
を
惜
し
み
つ
つ
未
来
へ
の
期
待
に
輝

か
し
い
笑
顔
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

前
途
洋
々
た
る
道
に
進
ま
れ
る
卒
業

生
の
皆
さ
ん
、ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

2
月　

日（
木
）、本
校
体
育
館
に
て
賞
状
授
与
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。鹿
児
島
県
知
事

賞
、鹿
児
島
市
長
表
彰
、全
国
商
業
高
等
学
校
協
会
賞
を
は
じ
め
と
す
る
学
業
や
部
活
動
を

讃
え
る
賞
を
、延
べ
2
2
6
名
3
団
体
が
受
賞
し
ま
し
た
。在
校
生
も
1
・
2
年
後
の
自
分

た
ち
の
姿
を
想
像
し
な
が
ら
、今
後
の
学
校
生
活
を
充
実
し
た
も
の
に
で
き
る
よ
う
励
ん

で
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。来
年
度
も
ま
た
、多
く
の
生
徒
の
活
躍
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
卒
業
新
聞
で
掲
載
し
た
賞
状
授
与
者
を
2
面
に
記
載
し
て
い
ま
す
。）
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1 年
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1 年
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F
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2 年
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混
合
バ
レ
ー

1 年
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J
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1
F
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1
F
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2 年
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J
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位　
2 
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J
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E
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J
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バ
レ
ー

1 年
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F
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J
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J
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J
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2 年
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2
F
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F
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混
合
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ド
ミ
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ト
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1 年

1
E
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1
J
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位　
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位　

1
F
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位　

1
J
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2 年

2
F
10
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位　
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位　

2
F
1
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位　

2
F
9

2
J
4

サ
ッ
カ
ー

1 年

1
F
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1
J
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位　
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位　

1
F
3
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1
F
6

2 年

2
J
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J
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J
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総
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順
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ジョージさん対応中

受賞者一覧

鹿児島市長表彰

鹿児島県知事賞

全国商業高等学校
協会賞

鹿児島県
産業教育振興会賞

産業教育振興中央会賞

日本私立中学高等学校
連合会賞

岩元 宏大

迫田 武蔵

牧迫 美紗

日髙 鈴

古江 梨香子

山下 心暖

後藤 愛佳

山切 郷生

豊廣 彩希

富岡 紅羽

石川 夢叶

宮下 美羽

冨谷 怜花

中村 美優

芝原 慧仁

中村 美優

芝原 慧仁

石川 夢叶

中山 和奏

牧迫 美紗

英数科特進コース1組

普通科1組

情報ビジネス科1組

普通科1組

普通科1組

普通科4組

普通科7組

英数科特進コース1組

英数科英数コース1組

英数科英数コース2組

情報ビジネス科1組

情報ビジネス科3組

普通科1組

情報ビジネス科2組

情報ビジネス科4組

情報ビジネス科2組

情報ビジネス科4組

情報ビジネス科1組

情報ビジネス科1組

情報ビジネス科1組

垂水中央中学校

天保山中学校

紫原中学校

中種子中学校

伊敷中学校

城西中学校

紫原中学校

鹿児島修学館中学校

伊敷台中学校

面縄中学校

垂水中央中学校

東郷学園義務教育学校

伊敷台中学校

星峯中学校

城西中学校

星峯中学校

城西中学校

垂水中央中学校

知覧中学校

紫原中学校

優等賞

全国商業高等学校協会
三種目以上1級合格者賞

 【5種目】

全国商業高等学校協会
三種目以上1級合格者賞

 【4種目】

井ノ上 咲優

枇榔 美里

宮下 美羽

福迫 萌衣

和田 結夢

千 慈英

小宮 淳平

陸上競技部・駅伝部（女子） ※団体

フェンシング部（女子） ※団体

軟式野球部 ※団体

石川 晴佳

堀切 颯真

濵本 翔太

田原 夕愛

柳田 陽香

宮﨑 珀弥

早﨑 愛莉

櫻木 大生

51名

情報ビジネス科2組

情報ビジネス科2組

情報ビジネス科3組

情報ビジネス科4組

普通科8組

英数科英数コース3組

普通科8組

駅伝部

駅伝部

駅伝部

陸上競技部

陸上競技部

水泳部

水泳部

チェロ／校外活動

鹿屋東中学校

伊敷台中学校

東郷学園義務教育学校

武中学校

明和中学校

城西中学校

長田中学校

西紫原中学校

羽島中学校

吉野東中学校

頴娃中学校

城西中学校

鴨池中学校

甲南中学校

西陵中学校

全国商業高等学校協会
三種目以上1級合格者賞

 【3種目】

岩崎賞

高文連芸術文化賞
（チェロ）

三弧会特別功労賞

三弧会賞

校外での活動にも積極的に取り組
んだ高校生活では、地域の方など
様々な方との出会いがあり、コミュ
ニケーションを大切に活動すること
ができました。２年の後期からは三
弧会会長として全体をまとめたり、行
事の運営や設営を行うなど、自分自
身が大きく成長できた3年間でした。

普通科1組
冨谷 怜花（伊敷台中学校出身）

楽しい3年間を過ごせた高校生活の
最後に岩崎賞という名誉ある賞をいた
だくことになり、とても驚いています。
これも先生方を始め、家族や友だち
の支えがあってのこと。この賞に恥じ
ぬよう精進を重ね、お世話になった
方々に恩返しができるようこれからも、
成長していきたいと思います。

英数科英数コース3組
千 慈英（城西中学校出身）

女子バスケットボール部で優勝する
チームになるという強い気持ちで練習
を頑張りました。経験を積むことで少
しずつ成長することができ、2年生で数
年ぶりの優勝、3年生の最後の試合で
は全国大会で1勝をすることができま
した。みんなでバスケに集中して取り
組む毎日がとても楽しかったです。

情報ビジネス科4組
山下 陽色（緑丘中学校出身）

小学校からチェロを続けているのです
が、新型コロナウイルスの影響で思う
ように活動できない時期がありまし
た。しかし、先生方が学校のイベントで
演奏する機会を与えてくださり、それ
まで当たり前だと思っていた日々が大
勢の方々の助けから成り立っているこ
とを感じ、人間的に成長できました。

普通科8組
小宮 淳平（長田中学校出身）

エンジニアになるという夢の実現に
向けて最高水準の大学で学ぶため
に勉強に励みました。工学系の学部
を目指して数学と物理の勉強に力
を入れた結果、世の中の見方が変わ
り、精神的にも成長したと思います。
学力だけでなく、人としての変化も
感じられた、充実の3年間でした。

英数科特進コース1組
岩元 宏大（垂水中央中学校出身）

私は勉強が苦手で消極的でしたが、
二学期の三者面談で学業奨学生のラ
ンクの降格の可能性があると言われ、
悔しさから本気で勉強に取り組むよ
うになりました。今では苦手意識は
すっかり消え、楽しさが分かるように
なり、何事も楽しさを見つけて取り
組む姿勢が大事だと感じました。

普通科1組
迫田 武蔵（天保山中学校出身）

検定合格に向けての勉強では、今ま
で触れたことのなかった分野に1年生
の頃は苦労しましたが、先生方に何度
も質問したり友達と放課後に勉強す
ることで、自信を持って検定を受ける
ことができました。頑張ったことは必
ず役に立つと信じて卒業後も検定
勉強に励みたいと思います。

情報ビジネス科1組
牧迫 美紗（紫原中学校出身）

賞
状
受
賞
者

令
和
5
年
度

今
年
度
も
多
く
の
生
徒
の
努
力
が
認
め
ら
れ
、

素
晴
ら
し
い
実
績
を
残
し
ま
し
た
。
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部
活
動
の
活
躍

鹿
児
島
県
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
総
合
選
手
権
大
会

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

【
女
子
ダ
ブ
ル
ス
】（
社
会
人
〜
小
学
生
）

永
山 

彩
央（
2
J
１ 

城
西
中
）

今
村 

遙
花（
1
F
9 

伊
敷
台
中
）

準
優
勝

3
月
9
日
〜
10
日

鹿
児
島
県
高
等
学
校

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
一
年
生
大
会

【
女
子
ダ
ブ
ル
ス
】

今
村 

遙
花（
1
F
9 

伊
敷
台
中
）　

能
勢 

優
花（
1
F
2 

南
中
）

3 

位

芝
﨑 

葉
音（
2
E
E
2 

吉
野
東
中
）

﹇
1
区
﹈区
間
4
位

神
田 

美
咲（
2
F
5 

松
元
中
）

﹇
2
区
﹈区
間
2
位

上
ノ
原 

小
都
理（
2
E
E
2 

帖
佐
中
）

※
区
間
新
記
録

﹇
3
区
﹈区
間
1
位

平
野 

悠
莉（
2
F
7 

松
元
中
）

﹇
4
区
﹈区
間
2
位

【
女
子
】

準
優
勝

中
園 

勁
翔（
2
F
6 

国
分
中
）

﹇
1
区
﹈区
間
3
位

松
久
保 

貴
也（
2
J
1 

重
富
中
）

﹇
2
区
﹈区
間
3
位

一
村 

昊
輝（
2
J
1 

西
紫
原
中
）

﹇
3
区
﹈区
間
7
位

久
保 

心
人（
1
F
2 

谷
山
北
中
）

﹇
4
区
﹈区
間
2
位

桑
鶴 

竜
宏（
2
E
E
1 

甲
南
中
）

﹇
5
区
﹈区
間
3
位

馬
場 

隆
羅（
2
F
7 

伊
集
院
中
）

﹇
6
区
﹈区
間
1
位

【
男
子
】

準
優
勝

第
30
回 

鹿
児
島
県
高
等
学
校

新
人
駅
伝
競
走
大
会

2
月
6
日

駅
伝
部

そ
の
他
の
活
動

特 

選

濵
崎 

真
優（
2
F
9 

甲
南
中
）

中
間 

百
香（
1
F
2 

桜
丘
中
）

播
田 

萌
伽（
1
E
T
1 

吉
野
中
）

南
九
州
新
聞
社
賞
　

小
城 

美
羽（
1
J
3 

明
和
中
）

令
和
5
年
度

第
62
回 

ひ
な
祭
り
書
道
展

優
秀
賞

福
元 

悠
真（
1
F
1 

武
中
）

田
島 

さ
く
ら（
1
F
1 

谷
山
北
中
）

本
田 

依
子（
1
F
3 

鴨
池
中
）

福
田 

一
仁（
2
F
2 

伊
敷
中
）

入
來
院 

麗（
2
F
3 

東
谷
山
中
）

南
原 

彩
季（
2
F
5 

天
保
山
中
）

松
園 

七
海（
2
F
7 

明
和
中
）

濵
崎 

真
優（
2
F
9 

甲
南
中
）

山
下 

結
衣（
2
E
E
2 

皇
徳
寺
中
）

沼
田 

菜
（々
2
E
T
1 

重
富
中
）

※
最
上
位
の
賞

令
和
5
年
度

第
25
回 

鹿
児
島
県
高
校
書
道
半
紙
展

【
女
子
学
校
対
抗
１
部
】

3 

位

本
山 

紗
彩（
2
J
4 

東
谷
山
中
）

本
山 

礼
紗（
2
J
3 

東
谷
山
中
）

寺
園 

穂
乃
佳（
2
J
3 

鴨
池
中
）

白
石 

小
依（
1
F
8 

第
一
佐
多
中
）

田
中 

百
愛（
1
J
4 

東
谷
山
中
）

鹿
児
島
県
高
校
春
季
卓
球
大
会

2
月
11
日

卓
球
部

2
月
11
日

演
劇
部

優
秀
賞

第
三
十
二
回 

高
等
学
校
冬
季
大
会

鹿
児
島
県
大
会（
演
劇
）

3
月
10
日

阿
久
根
市
長
旗
九
州
選
抜
高
等
学
校

駅
伝
競
走
大
会

芝
﨑 

葉
音（
2
E
E
2 
吉
野
東
中
）

﹇
1
区
﹈区
間
4
位

上
ノ
原 

小
都
理（
2
E
E
2 
帖
佐
中
）

﹇
2
区
﹈区
間
3
位

神
田 

美
咲（
2
F
5 

松
元
中
）

﹇
3
区
﹈区
間
2
位

中
島 

絢
音（
1
E
E
1 

高
尾
野
中
）

﹇
4
区
﹈区
間
2
位

平
野 

悠
莉（
2
F
7 

松
元
中
）

﹇
5
区
﹈区
間
2
位

【
女
子
】

準
優
勝

2
月
9
日
〜
10
日

第
二
十
一
回
全
国
津
軽
三
味
線
大
阪
大
会

【
一
般
の
部
】

濱
川 

愛
奈（
1
F
5 

桜
島
中
）

3 

位
3
月
9
日
〜
10
日

D
A
N
C
E 

S
U
M
M
I
T 

2
0
2
4

【
A
L
L 

A
G
E
】

竹 

穂
華（
1
F
5 

城
西
中
）

優 

勝
検
定

【
実
用
英
語
技
能
検
定
】

梶
原 

エ
マ
ヌ
エ
ッ
ラ（
2
E
T
1 

清
水
中
）

準
1
級

迫
田 

龍
飛（
2
E
E
1 

松
元
中
）

山
近 

初
葉（
2
E
E
2 

喜
入
中
）

浜
田 

空（
2
E
E
2 

市
来
中
）

山
下 

逢
花（
2
E
E
2 

川
内
北
中
）

中
尾 

烈
旺（
2
F
1 

伊
敷
中
）

中
原 

彩
乃（
2
F
1 

吉
野
中
）

松
山 

穂
香（
2
F
2 

南
中
）

南
原 

彩
季（
2
F
5 

天
保
山
中
）

後
藤 

菜
穂（
2
F
7 

舞
鶴
中
）

水
口 

稀
容
乃（
2
F
8 

武
中
）

竹
之
内 

千
慧（
1
E
T
1 

福
平
中
）

西
村 

咲
希（
1
E
T
1 

鹿
大
附
属
中
）

阿
久
根 

瑛
希（
1
E
T
1 

甲
南
中
）

永
田 

晃
大（
1
E
E
1 

谷
山
中
）

園
田 

昴（
1
E
E
2 

東
谷
山
中
）

萩
平 

萌
佳（
1
F
1 

吉
野
東
中
）

高
岡 

晃
大（
1
F
7 

伊
敷
台
中
）

2 

級
2
月
25
日

J
D
S
F

―

P
D
九
州
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ

競
技
大
会
i
n
鹿
児
島

【
J
D
S
F 

C
級
戦 

ラ
テ
ン
】

松
井 

萌
華（
1
J
3 

紫
原
中
）

3 

位

【
J
D
S
F 

B
級
戦 

ラ
テ
ン
】

松
井 

萌
華（
1
J
3 

紫
原
中
）

6 

位

佳
作
賞

門
松 

琴
音（
3
F
2 

鹿
大
附
属
中
）

２
月
10
日

第
8
回

高
校
生
よ
か
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト

「
こ
れ
か
ら
の
鹿
児
島
を
元
気
づ
け
よ
う

　
　
　
　
　

〜
鹿
児
島
の
歴
史
と
産
業
の
融
合
〜
」

②剣道部で常に一緒に汗を流すこ
と、修学旅行や体育祭でのランニン
グ、担任として苦悩したり生徒に励ま
されたり、懐かしい思い出です。

③自分の好きなことが見つかれば、と
ことん追求し自分の限界に挑戦してみ
よう。芸は身を助けることもあります。
どこにいても鹿高生を応援しています。
それぞれ自分のペースで頑張れ！

①20年

桑波田 哲先生（英語科）

②２年間という短い期間
でしたが少しでも生徒の
皆さんと触れ合うことがで
き楽しいでした。ありがとう
ございました。

③夢見ることができれば
それは実現できる。鹿高で
叶えてください。

①2年

上田 健一先生（事務長）

②私の顔を見るとミトコンドリアの
先生だと生徒が反応してくれたこと。
大きな声であいさつをしてくれた生徒
の笑顔がとても印象的でした。

③昔から鹿高生には独特の気品が
ありました。言葉では説明しにくいけ
れど、気高さとか麗しさとか。それを大
切にしながら、また勉学に運動にさら
に頑張ってください。

①10年

吉中 孝先生（理科）

②体育祭で久々 に
走って足がつりそう
になった事

③ B o y s  b e  
ambitious

①5年

池上 孝明先生（事務職員）

②遠足や体育大会、鹿高祭、百周年…さまざまな行事も
思い出ですが、「新館２階のトイレはきれい☆」と女子が
知っているように３Ｊ１、２J1、２J2の女子生徒と先生方と一
緒にトイレ掃除をしたことや日々の生活でみなさんとおしゃ
べりしたり、皆さんと触れ合えたことが一番楽しく幸せな思
い出です…たくさんの優しい言葉や元気をいただきました。
ありがとうございました。

③自分の輝きは自分自身ではなかなか見ることはできません。
自分に自信を持って、自分のキラキラを輝かせて周囲を明る
くしていってください。皆さんはきっと輝かせることができます☆
皆さんのことを応援しています。ありがとうございました。

① 1年

増田 ともえ先生（家庭科）

②感動やエネルギーを
たくさんもらえた生徒と
の毎日が思い出です。

③自分の夢や目標を叶
えたいのなら、我慢する
心を育んでください。

①26年

林 浩俊先生（国語科）

①鹿児島高校での在職年数　②鹿児島高校での思い出　③鹿高生へのメッセージ

離任される先生から鹿高のみなさんへ離任される先生から鹿高のみなさんへ

3

3
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鹿児島高等学校
進学指導便り

Scio（スキオー）の意味

①
進
路
は
、自
分
の
こ
と
で
あ
る　

　
「
自
分
の
人
生
で
何
を
な
す
べ
き
か
」を
毎
日
寝
る
前
に
考
え
て
い

ま
す
か
？
自
分
の
高
校
時
代
を
振
り
返
る
と
、残
念
な
が
ら
私
自
身

は
そ
こ
ま
で
深
く
考
え
る
高
校
生
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か

し
、「
今
何
を
す
べ
き
な
の
か
？
」と
い
う
問
い
に
は
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。

悩
ん
だ
私
か
ら
皆
さ
ん
に
、一
つ
提
案
が
あ
り
ま
す
。「
今
何
を
す
べ

き
な
の
か
？
」の
前
に
、「
自
分
は
、ど
の
よ
う
な
人
で
あ
り
た
い
か
」

を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い

　

考
え
ま
し
た
か
？　

次
は
、自
転
車
を
思
い
浮
か
べ
て
く
だ
さ
い
。

前
輪
と
後
輪
が
あ
り
ま
す
ね
。そ
の
自
転
車
の
前
輪
が「
何
を
す
べ
き

か
」で
、後
輪
が「
ど
の
よ
う
な
人
で
あ
り
た
い
か
」で
す
。ご
存
じ
の

よ
う
に
、自
転
車
は
後
輪
が
動
き
ま
す
の
で
、前
輪
の「
や
る
べ
き
こ

と
」ば
か
り
で
は
進
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。後
輪
の「
ど
の
よ
う
な

人
で
あ
り
た
い
か
」と
い
う
部
分
は
、進
路
を
考
え
る
上
で
も
大
切
な

こ
と
な
の
で
す
。し
か
し
、そ
れ
ば
か
り
で
は
前
輪
の
な
い
自
転
車
に

な
っ
て
し
ま
う
た
め「
何
を
す
べ
き
か
」が
次
に
大
切
に
な
っ
て
く
る

わ
け
で
す
。

　

も
う
一
度「
ど
の
よ
う
な
人
で
あ
り
た
い
か
」を
自
分
に
問
い
か
け

て
み
て
く
だ
さ
い
。私
は
、そ
の
な
か
に「
嘘
を
つ
か
な
い（
誠
実
で

あ
る
）」は
入
れ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。嘘
つ
き
の
周
り
に

は
嘘
つ
き
が
寄
っ
て
き
ま
す
し
、嘘
と
い
う
の
は
人
を
傷
つ
け

ま
す
。今
後
の
人
生
を
嘘
つ
き
に
囲
ま
れ
て
過
ご
し
た
い
で
す
か
？

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

②
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
把
握

　

本
稿
の
対
象
は
主
に
私
大
の
推
薦
・
総
合
型
選
抜
入
試
を
受
験

す
る（
目
指
す
）生
徒
に
対
し
て
の
確
認
で
す
。こ
の
入
試
は
高
校

３
年
次
の　

月
〜　

月
の
間
に
行
わ
れ
ま
す
。と
な
る
と
、出
願

は
9
月
で
す
。志
望
理
由
書
な
ど
の
書
類
作
成
は
夏
休
み
中
の
8
月

に
開
始
す
べ
き
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。で
は
志
望
校
決
定
は

い
つ
に
な
り
ま
す
か
？
そ
う
、高
校
３
年
次
の
７
月
末
が「
最
終

決
定
」で
す
。と
、い
う
こ
と
は「
3
年
夏
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
に
行
っ
て
か
ら
決
め
よ
う
」で
は
間
に
合
わ
な
い
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

で
は
、受
験
校
を
７
月
末
の
最
終
決
定
前
に
バ
タ
バ
タ
決
め
た

と
し
ま
し
ょ
う
。本
当
に
後
悔
し
な
い
決
定
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
か
？
こ
の
後
に
悩
ん
で
も
手
遅
れ
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

出
願
準
備
期
間
に
な
り
ま
す
か
ら
ね
。そ
こ
で
、君
た
ち
に
提
案

し
た
い
の
は
、高
校
３
年
４
月
の
三
者
面
談
で
志
望
校
を
仮
確
定

す
る
こ
と
で
す
。こ
の
、４
月
か
ら
７
月
の
間
が「
本
当
に
こ
の
学

校
を
受
験
す
る
か
」悩
む
期
間
で
す
。こ
の
期
間
で
あ
れ
ば
変
更

も
で
き
ま
す
。

　

最
後
に
、現
１
年
生
へ
。高
校
３
年
の
４
月
に
志
望
校
を
決
定

す
る
た
め
に
、２
年
生
の
間
で
や
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
た
っ
た
一
つ
。オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
バ
ス
へ
の
参
加
で
す
。

高
校
生
に
な
る
と
、各
自（
個
人
）で
申
し
込
む
形
式
に
な
っ
て
い

る
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。興
味
の
あ
る
学
校
の
H
P
を
よ

く
読
み
、オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、時
間
を
見
つ
け
て
積
極

的
に
参
加
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

進
路
選
択
と
い
う
問
い

進
学
指
導
室
・
米
澤 

耕
一
郎

学
び
の
ヒ
ン
ト

『
勉
強
は
何
の
た
め
に
す
る
の
か
』

　

勉
強
を
す
る
意
味
、考
え
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。因
数
分
解
・
古
文
漢
文
、将
来
普
通

に
生
活
し
て
い
く
中
で
使
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
思
い
ま
す
。で
は
な
ぜ
今
勉
強
す
る

の
で
し
ょ
う
か
。学
歴
の
た
め
、良
い
大
学
や
企
業
に
入
る
た
め
、親
が
勉
強
し
な
さ
い
と
言

う
か
ら
。勉
強
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
よ
り
、と
り
あ
え
ず
や
ら
さ
れ
て
い
る
人
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
の
私
見
で
す
が
、勉
強
は
自
分
の
選
択
肢
を
広
げ
る
た
め
に
す
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。進
学
先
や
就
職
先
の
選
択
肢
が
増
え
る
と
い
っ
た
物
理
的
な
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、人
生
に
お
い
て
選
択
を
迫
ら
れ
た
時
、困
っ
た
時
に
、多
く
の
引
き
出
し
が
あ
れ
ば
自
分

自
身
の
助
け
に
な
り
ま
す
。そ
の
た
め
に
今
学
ぶ
べ
き
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。直
接

的
に
連
立
方
程
式
を
使
う
機
会
は
な
く
て
も
、過
程
か
ら
答
え
に
結
び
つ
い
た
と
い
う
経
験

が
一
つ
引
き
出
し
に
追
加
さ
れ
ま
す
。世
界
史
や
地
学
、い
つ
か
そ
う
い
う
話
題
が
好
き
な
面

接
官
や
上
司
に
出
逢
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。知
識
は
武
器
で
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、最
近
新
聞
を
読
む
人
が
減
っ
て
い
ま
す
。中
高
生
は
も
ち
ろ
ん
、大

人
で
も
若
い
人
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
新
聞
を
読
み
ま
せ
ん
。先
生
た
ち
で
も
読
ん
で
な
い
人
が

い
る
く
ら
い
で
す
。私
は
大
学
時
代
も
一
人
暮
ら
し
で
お
金
が
な
く
て
も
、新
聞
だ
け
は
定
期

購
読
し
て
い
ま
し
た
。毎
日
新
聞
を
読
む
こ
と
が
習
慣
で
あ
り
楽
し
み
で
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
は

今
で
も
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、毎
朝
、南
日
本
新
聞
を
欠
か
さ
ず
読
ん
で
か
ら
出
勤
し
て
い
ま
す
。

文
科
省
が
毎
年
行
っ
て
い
る
学
習
定
着
調
査
で
は
、新
聞
を
読
む
習
慣
が
あ
る
児
童
生
徒
は
学

力
が
高
い
と
い
う
デ
ー
タ
が
出
て
お
り
、何
年
も
前
か
ら
新
聞
教
育
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
新
聞
イ
コ
ー
ル
学
力
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、例
と
し
て
中
学
３
年
生
の
国
語
・
数

学
等
の
調
査
で
、新
聞
を
毎
日
読
む
生
徒
と
、ほ
と
ん
ど
読
ま
な
い
生
徒
で
は
正
答
率
に　

％
前

後
の
差
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。先
日
、知
り
合
い
の
先
生
か
ら
こ
ん
な
話
を
聞
き
ま
し
た
。以
前
宮

崎
県
の
あ
る
学
校
で
高
校
３
年
の　

月
に
全
国
高
校
駅
伝
に
出
場
し
た
選
手
が
、そ
の
後
の

大
学
入
試
で
東
大
に
現
役
合
格
し
ま
し
た
。ま
さ
に
文
武
両
道
で
す
ね
。そ
の
選
手
は
毎
日

５
社
の
新
聞
を
読
ん
で
い
た
そ
う
で
、新
聞
を
読
む
こ
と
が
幼
い
頃
か
ら
の
楽
し
み
だ
っ
た

そ
う
で
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
と
と
も
に
新
聞
の
購
読
者
は
減
る
一
方
で

す
が
、企
業
の
社
長
や
管
理
職
、成
功
し
て
い
る
人
は
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
新
聞
を
読
ん

で
い
ま
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
も
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て
い
ま
す
が
、自
分
の
興
味
の
あ
る
も

の
し
か
見
よ
う
と
し
な
い
の
が
普
通
で
あ
り
、中
に
は
不
確
定
な
情
報
が
含
ま
れ
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。対
し
て
新
聞
は
幅
広
い
分
野
か
ら
様
々
な
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。私
も

毎
朝
、ス
ポ
ー
ツ
欄
や
地
域
欄
を
見
て
、ど
ん
な
に
小
さ
い
文
字
で
も
鹿
児
島
高
校
の
す
べ
て

の
部
活
の
成
績
や
取
り
組
み
を
チ
ェ
ッ
ク
し
生
徒
に
話
し
か
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

様
々
な
分
野
の
知
識
が
あ
る
こ
と
、今
世
の
中
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
か
知
る
こ
と
、知
識
は
大

き
な
武
器
に
な
り
ま
す
。ぜ
ひ
み
な
さ
ん
新
聞
を
毎
日
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
最
後
に
、勉
強
と
は
や
ら
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、自
ら
や
ら
な
け
れ
ば
何
の
意
味
も

な
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
お
き
ま
す
。学
ぼ
う
と
思
え
ば
い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、

な
に
か
ら
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。将
来
の
可
能
性
を
広
げ
る
に
は
高
校
時
代
の
今
が

大
切
で
す
。自
分
の
可
能
性
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
自
分
だ
け
で
す
。

商
業
科
・
宇
都 

翔
太

１０

10

11

12

4
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3・4月の行事予定

2
火
職
員
集
会

1
月

10
水
実
力
テ
ス
ト（
全
学
年
）

新
任
式
・
始
業
式
／
全
校
大
清
掃
／　
　

P
T
A
ク
ラ
ス
幹
事
投
票
用
紙
保
護
者
へ（
2・3
年
）

6
土

7
日

3
水
入
学
式
準
備（
〜
6
日
）

4
木
職
員
会
議

5
金

11
木
実
力
テ
ス
ト（
３
年
普
・
英
）／
1
・
2
年
授
業
／

内
科
検
診

14
日
13
土
12
金
内
科
検
診   　
　
　
　
　

  　

   　

 　
　

3月4月
21
日

26

一
日
遠
足

金
15

全
校
朝
礼（
月
曜
校
時
）／

Ｐ
T
A
常
任
委
員
投
票
用
紙
配
布
／

３
年
進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
／
身
だ
し
な
み
検
査

月
19

三
者
面
談
③（
40
分×

６
限
）／

学
業
奨
学
生
指
導（
１
年
）

衣
替
え（
中
間
服
）移
行
期
間
〜
5
月
2
日

金
20

Ｌ
Ｈ
Ｒ（
１
限
：
通
学
マ
ナ
ー
教
室
）

下
宿
生
指
導（
２
・
３
限
）／
Ｐ
Ｔ
Ａ
常
任
委
員
選
出

土
18

三
者
面
談
②（
40
分×

６
限
）／
内
科
検
診
／

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
図
書
特
別
貸
し
出
し

（
〜
５
月
２
日
）／

学
業
奨
学
生
指
導（
２
年
）

木
16
火
心
臓
・
レ
ン
ト
ゲ
ン（
１
年
午
前
）／

身
体
検
査
／
生
活
作
文
課
題
配
布
／

駐
輪
場
整
理

17

三
者
面
談
①（
40
分×

６
限
）／

心
臓
・
レ
ン
ト
ゲ
ン（
１
年
午
前
）／
身
体
検
査
／

学
業
奨
学
生
指
導（
３
年
）

水
28
日

29
月
昭
和
の
日

30
火
駐
輪
場
整
理

27
土

25
木
三
者
面
談
⑦（
40
分
×
6
限
）／
P
T
A
役
員
会

26
火

28
木

29
金

30
土

31
日

27
水
新
入
生
登
校
日

25
月
修
了
式
・
離
任
式

22
月
三
者
面
談
④（
40
分
×
6
限
）／　

部
活
動
等
奨
学
生
指
導（
全
学
年
）／
代
議
員
会

23
火
三
者
面
談
⑤（
40
分×

６
限
）／
駐
輪
場
整
理

8
月
入
学
式
／
新
入
生
ク
ラ
ス
集
合
写
真
撮
影
／

保
護
者
名
簿
・
P
T
A
ク
ラ
ス
幹
事
投
票
用
紙

保
護
者
へ（
1
年
）／
動
員
学
徒
慰
霊
の
日

9
火
対
面
式
／
1
年
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
／　

新
入
生
出
身
中
別
写
真
撮
影
／

P
T
A
ク
ラ
ス
幹
事
選
出

三
者
面
談
⑥（
40
分×

６
限
）

24
水

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
人

先
生
の
趣
味
を
３
つ
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Q
①
最
近
は
タ
ロ
ッ
ト
占
い
に
は
ま
っ
て
ま
す
！
ま
だ
ま
だ
練
習
中
で

す
が
・・・
正
直
、教
師
よ
り
占
い
師
の
方
が
向
い
て
る
の
で
は
？
と

思
っ
た
り
し
て
ま
す
。（
笑

②
写
経
か
な
。字
の
練
習
も
兼
ね
て
、般
若
心
経
一
巻
書
い
た
り
し
ま
す
。

書
き
終
え
る
と
、何
だ
ス
ッ
キ
リ
す
る
ん
で
す
よ
ね
！

③
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
を
読
む
こ
と
。お
気
に
入
り
の
作
家
は「
万
能
鑑

定
士
Ｑ
」シ
リ
ー
ズ
を
書
い
た
松
岡
圭
祐
さ
ん
で
す
。読
み
始
め
る
と

止
ま
ら
な
く
な
る
く
ら
い
面
白
い
で
す
。皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
！

A

上
之
薗
先
生
は
、高
校
教
師
に
な
っ
て
一
番
幸
せ
だ
っ
た
こ
と
や

生
徒
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
あ
り
ま
す
か
？

Q
・
１
日
１
日
、生
徒
と
関
わ
り
合
え
る
こ
と
が
な
に
よ
り
も
幸

せ
で
す
。

・
毎
日
の
学
校
生
活
を
送
れ
る
事
で
す
か
ね
。

A
高
校
時
代
や
大
学
時
代
に
ど
の
よ
う
な
あ
だ
名
や

呼
ば
れ
方
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
？

Q
鬼
A

中
学
校
か
ら
鹿
児
島
高
校
に
転
勤
さ
れ
て
き
て
、

鹿
児
島
高
校
生
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
印
象
が
あ
り
ま
す
か
？

Q
鹿
高
生
は
、明
る
く
て
素
直
だ
な
っ
て
思
っ
て
い
ま
す
。特
に
、英
数

科
・
普
通
科
・
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
の
で
、人
種
の

る
つ
ぼ
で
す
よ
ね
。個
性
的
で
い
ろ
ん
な
生
徒
が
い
る
け
れ
ど
、ど
の

生
徒
も
根
底
に
は
素
直
さ
が
あ
る
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。青
春
を
謳
歌

し
て
ほ
し
い
で
す
！

A
た
く
さ
ん
あ
る
教
科
の
中
か
ら「
国
語
教
師
」を
目
指
そ
う
と
思
っ
た

き
っ
か
け
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、実
際
に
働
い
て
み
て
、イ
メ
ー
ジ
通
り
で
し
た
か
？

Q
多
分
、私
は「
言
葉
」が
好
き
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。特
に
、日
本
語
は
き

れ
い
な
言
語
だ
な
と
思
い
ま
す
。人
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
で
あ
る「
言
葉
を
磨
き
、言
葉
を
楽
し
む
」こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

れ
ば
、ま
た
違
っ
た
世
界
が
見
え
た
り
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
ね
。

　

働
い
て
み
て
思
う
こ
と
は
・・・
私
の
好
き
な
詩
に
銀
色
夏
生
さ
ん
の

「
言
葉
は
心
を
伝
え
な
い
」と
い
う
の
が
あ
る
の
で
す
が
、言
葉
を
駆
使

す
る
職
業
で
あ
り
な
が
ら
、そ
の
大
切
さ
を
生
徒
た
ち
に
話
し
な
が
ら

も
、「
言
葉
で
は
限
界
が
あ
る
」と
感
じ
ま
す
。そ
し
て
、こ
の
ジ
レ
ン
マ

が
私
は
な
ん
と
な
く
好
き
で
す
。

A

鹿
児
島
高
校
に
勤
め
始
め
た
頃
と

今
の
鹿
児
島
高
校
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
ま
す
か
？
？

Q
昔
は
、心
か
ら
ぶ
つ
か
っ
て
き
た
生
徒
が
多
か
っ
た
。素
直
な

子
が
多
く
、学
校
の
た
め
に
必
死
に
な
っ
て
活
動
す
る
生
徒

が
多
く
い
ま
し
た
。現
在
で
は
、自
分
の
こ
と
し
か
考
え
ら
れ

な
い
生
徒
が
増
え
、全
体
的
に
お
と
な
し
く
な
っ
た
印
象
が

あ
る
。

A

ど
う
し
て
鹿
児
島
高
校
で
地
歴
科
の
先
生
に
な
ろ
う
と

思
っ
た
の
で
す
か
？

Q
一
人
の
人
間
と
し
て
育
て
て
い
た
だ
い
た
母
校
に
恩
返
し
を

し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。さ
ら
に
地
理
も
好
き
で
好
き
な

こ
と
を
職
業
に
し
た
い
と
考
え
て
い
た
か
ら
。

A
高
校
時
代
に
戻
れ
る
な
ら
、１・２・３
年
生
の
ど
の
年
代
で
す
か
？

Q
３
年
生
！
！

サ
ッ
カ
ー
部
で
た
く
さ
ん
試
合
を
経
験
し
た
こ
と
や
大
学
受

験
な
ど
イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

A
高
校
時
代
に
感
じ
た
１
番
の
思
い
出
や

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Q
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
の
鹿
児
島
県
予
選
の
準
決
勝
で
神

村
学
園
と
対
戦
し
た
こ
と
。そ
こ
で
、Ｐ
Ｋ
戦
ま
で
い
き
、私

が
Ｐ
Ｋ
を
外
し
て
負
け
た
の
で
今
で
も
は
っ
き
り
と
覚
え

て
い
ま
す
。

A

知
ら
れ
ざ
る
先
生
方
の
素
顔
を
、生
徒
た
ち
が
解
き
明
か
す
コ
ー
ナ
ー
♪ 

今
回
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、織
田
先
生
、上
之
薗
先
生
、新
井
先
生
の
３
名
の

先
生
方
！

も
し
か
す
る
と
、意
外
な
一
面
が
判
明
し
て
し
ま
う
か
も
…
？

新村 姫華
（1F3／西陵中）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
人

永長 優羽
（1F3／皇徳寺中）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
人

泉 伶音
（1F3／田検中）

織
田 

大
蓮 
先
生（
国
語
科
）

01

上
之
薗 

大
悟 

先
生（
保
健
体
育
科
）

02

新
井 

太
陽 

先
生 

（
地
歴
科
）

03
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